
秋のスペシャルおはなし会 

①11:00～11:30 

②11:30～12:00 

③14:00～14:30 

④14:30～15:00 
場所 白根図書館おはなしのへや 

★①と③は小さい子向け 

②と④はひとりで聞ける人から★ 

 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

  ２０１３秋の読書週間事業 
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１回目 １１月３０日（土）１３:３０～１５:３０ 内容：職員による講義 

２回目 １２月 ７日（土）１３:３０～１５:３０  内容：絵本の読み聞かせ実習 

３回目 １２月１４日（土）１０:００～１２:００ 内容：読み聞かせグループとの交流会 

白根図書館まつりへ！！ 

 

 

は家族や友だちみんなで、 

読み聞かせ講習会参加者募集！ 

 

雑誌リサイクル 
保存期間が過ぎた図書館の古

い雑誌をおわけします。 

10:00～15:00 

場所 白根学習館２階 

プレイルーム 

★ひとり１０冊まで★ 

 

おはなし・絵本の工作 
簡単な工作で遊ぼう！！ 

13:00～14:00 
場所 白根学習館２階 

プレイルーム 

 

なじらね？この本 

10/26(土)～11/30(土) 
あなたのおすすめの本を教え

てください。 

わくわくスタンプラリー 
10/27(日)～11/9(土) 

シールをたくさん集めてプ

レ ゼ ン ト を も ら っ ち ゃ お

う！ 

 

 

 

好評につき再登場！ 

前回作れなかった人も 

ぜひご参加ください。 

すべて申し込み不要！ 

無料！！ 

対 象：南区内のボランティア活動が可能で、３回とも参加できる方。 

（初めて読み聞かせ講習会を受講される方、初心者の方向けの講習です。） 

人 数：１５名    

会 場：白根学習館２階ルーム１、ルーム２ 

申込先：白根図書館（℡０２５-３７２-５５１０） 

10 月 13 日（日）に白根学習館ラスペックホールで“絵本作家”

で“鳥の巣研究家”の鈴木まもるさんの講演会を開催しました。

鈴木さんのユーモアたっぷりの楽しいお話や珍しい鳥の巣に会場

は興味津々。参加者の皆さんからたくさんの質問も飛び出しまし

た。鈴木さんが持ってきてくださった珍しい鳥の巣にも触らせて

もらいましたよ。たくさんのご参加ありがとうございました。 



 

 

 

 

                 

◆『レナード・バーンスタイン』◆ 

ジョーン・パイザー/著 （文藝春秋） 

音楽界を代表する一流の指揮者、レナード・バー

ンスタインの評伝。 

子どもの頃「ウエストサイド物語」で彼の作った音

楽と出会い、魅了された。 

波乱万丈な彼の人生が詰まった一冊。 

 

 ◆『仮面の告白』◆ 

三島由紀夫/著 （新潮社） 

三島由紀夫の代表作。 

この本に出会い、「これこそが本物の小説だ！」と

感じた。 

三島由紀夫は言葉の遣い方がとにかく上手い。 

 

 ◆『６９』◆ 

村上竜/著 （集英社） 

60～70 年代の時代背景をベースに書かれたもの。

学生運動なども描かれているが、ユーモアもあり

読みやすい。 

 

◆『はじまりの樹の神話』◆ 

岡田淳/著 （理論社） 

「こそあどの森」シリーズとして複数あるうちの 1

冊。小学校中学年くらいの年代に。 

長めのお話なので、秋の夜の読書に薦めたい。 

 

 ◆『自分を創る』◆ 

    ウェイン・W・ダイアー/著 （三笠書房） 

一種のハウツー本。 

20 歳のころにこの本を読んでいれば、人生が大きく

変わっていたのではないかと思うほどの良書。 

 

 

 

 

 

 ◆「バムとケロシリーズ」◆ 

島田ゆか/作・絵 （文渓堂） 

4･5歳くらいから読める人気絵本。 

絵の書き込みが細かく、何度読んでも面白い。 

読むたびに新しい発見がある絵本。 

 

 ◆『魔女の宝物』◆ 

ルース・チュウ/作 （フレーベル館） 

小学校中学年の子どもたちにおすすめ。 

物語自体もおもしろいが、目を引く表紙や、作中

に描かれるアメリカの食生活にも、子どもたちは

興味を示すよう。 

 

 ◆『悪党芭蕉』◆ 

    嵐山光三郎/著 （新潮社） 

芭蕉は俳句の神様のように思われているが、この

本ではそれを否定している。 

人間味あふれ、俗っぽい芭蕉の姿。 

芭蕉神話の裏側が描かれている。 

 

◆『静かな大地』◆ 

池沢夏樹/著 （朝日新聞社） 

池沢夏樹の祖先をモデルにした小説。 

アイヌの人々とともに北海道開拓に尽力する姿が

描かれていて、読み応えがある。 

 

 

そのほかにもこんな本が紹介されました！ 

◆『春の雪』◆ 

 ◆『物語戦後文学史』◆ 

◆『空白の五マイル』◆  

               などなど。 

 

NO.156 

  

10 月 20 日(日) 

参加者 5 名 

月の読書会 

読書会は好きな本を持ち寄っておしゃべりする、午後のお茶会のような集まりです。 

11 月 17 日 (日) 午後 2 時～ 

会場 白根学習館ルーム２ 

「おいしい本の話をしようじゃないか」 11 月の読書テーマ 

申し込みはいりません。気軽に本の話をしましょう。おいしいお茶とお菓子

を用意してお待ちしています。          白根図書館友の会共催 

10 月は、秋の夜長の読書にぴったりな本を紹介

しあいました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

少年ゆうじとうさぎのギックが同時に棒を見つけてしま

ったから、さぁ大変！かけっこ、すもう、幅跳び…色々と競い

合って、棒の持ち主を決めようとするけれど、なかなか決ま

らなくて…さてさて、二人の勝負は一体どうなる？…実はこ

のうさぎのギック、『ぐりとぐらのおおそうじ』にも出てくる

うさぎさんなのです。今年は、「ぐりとぐら」が生まれて５０

周年。「ぐりとぐら」だけではなく、他にどんな仲間が出てく

るのか？探してみるのも楽しいですね。ちなみに、うさぎの

ギックは『おひさまはらっぱ』にも出ていますよ。 （早川） 

 

 

 

オ
ー･

ヘ
ン
リ
ー
著 

岩
波
書
店 

 

すっかり日も短くなりました。長い夜のお供に読書はいかがですか？

とは言ってもなかなか長編を読む時間がとれなかったりしますよね。そ

んな方には短編の名手、オー･ヘンリーの作品はいかがでしょう。 

病気の自分の命を散っていく落ち葉になぞらえる「最後の一葉」や若

い貧乏な夫婦がクリスマスプレゼントに悩む「賢者の贈りもの」は知っ

ている方も多いかもしれません。それ以外にも心温まる話、笑ってしま

う話など多くの作品を残していますが、どれもラストにはオー･ヘンリ

ーの“仕掛け”が待っています。あなたはどの話が好きですか？私は何

回読んでも笑ってしまう「赤い酋長の身代金」でしょうか。 （三富） 

ｇ 

 
 

11/ 9図書館まつりのため中止 

11/23(ルーム4 、 5) 10:00～ 

おはなしかご例会 

 第２、第４週土曜日 

※白根図書館で活動しているボラ

ンティアグループの勉強会です。 

11/8(金)  11/15(金)  11/22(金)   

11/29(金) 12/4(水) 

白根図書館休館日  毎週金曜日・毎月第一水曜日 

 
 

絵本のよみかたり 14:10～ 

ｽﾄｰﾘｰﾃﾘﾝｸﾞ     14:30～ 

おはなしのじかん 

    毎週土曜日 

12 月の 

ブックスタートは 

5 日(木)です。 

10 月の来館者数…… 13,198 人     

 

読書会(ルーム 2) 14:00～ 

11 月 17 日（日） 

白根図書館 12/5 までの行事   

なかがわ りえこ作 

おおむら ゆりこ絵 

福音館書店 

11/9(土) 図書館まつり 

子どもも大人も楽しめる

イベントがいっぱい！！ 

 

『冬じたく』 

冬を楽しく過ごす準備をはじめましょう 

 

 
 

 

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/4003233018/ref=dp_image_0?ie=UTF8&n=465392&s=books
http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/483401231X/ref=dp_image_0?ie=UTF8&n=465392&s=books


なじらね？この本   10月 26日（土）～11月 30日（土） 
秋の読書週間にあわせて、新潟市立図書館全１９館で共通の事業を行っています。 

皆さんおすすめの本を「りんごのふせん」に書いて教えてください。 

あなたのおすすめの一冊が、誰かの新しい「出会い」になります。 

月潟図書館入口にある台紙に、一言メッセージを添えて貼ってください！ 

月潟図書館講演会   11月 17日（日）午後 2時～3時半 
講師：登石弘淑 氏（月潟地区老人クラブ連合会会長、旧燕市教育長） 

演題：「人生を豊かにするヒント」 
人生を豊かにするヒント、あなたも見つけてみませんか？ 

マジックの実演もありますので、ぜひお気軽にご参加ください。 

■会場   月潟図書館 視聴覚室 

■申込み  申込用紙または電話で、月潟図書館にお申込みください。 

■定員   80人（先着申込順） 

 

月潟図書館だより 
２０１３年 １１月 

  

編集・発行 新潟市立月潟図書館 

〒950-1304 新潟市南区月潟1417番地   電話：025-375-3001  
 

 

 

  

 

 

  

  

      

    

 

 

 

  

  

月潟図書館 １１月のカレンダー 休館日 

11月4日（月）、5日（火）、6日（水）、11日（月）、 

18日（月）、23日（土）、25日（月） 

開館時間 

火曜～金曜 ： 午前10時～午後7時   

土曜～日曜 ： 午前10時～午後5時 

11月の行事予定 ごあんない 

★星空観望会  10月12日（土） 

天候不良のため観望会は中止となりましたが、館

内で貴重なスライド映像を見ながら、みかわ天文

台長・小千田節男さんのお話をたっぷりとお伺い

しました。また、質疑応答も活発に行われ、みん

なで天文の世界を楽しみました。 

10月の行事報告 




